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数は，石英単結晶の 1/1 ， 000から 1/10 ， 000程度の大きさであり，内部の石英のもつ分極の配向のランダムな散らばりの






射線によって増大する NH3 + ラジカルについて次のような実験，解析を行った。 γ 線照射後の粉末アルカリ長石の室
温測定では，電子スピン共鳴 (ESR) スペクトル中に吸収線幅の広がった 4 本組の信号が見られた。長石と NH4Clか
らのアンモニウム長石の熱水合成を行い， γ 線照射後の ESR 測定により NH3 + ラジカルと同定した。 γ 線による
NH3+ ラジカルの生成効率と高線量照射での生成量の飽和の様子を調べた。この結果，愛知県産アルカリ長石について
生成効率をあらわすG値(ラジカル数/100 eV) は0.01であった。また400 kGy 以上の γ 線照射にたいして生成量は 2X
10 16 に飽和した。これから見積もられるこのアルカリ長石中の NH4 +の量は0.3 ppm である。そのサンプルを NH3 + ラ
ジカルの信号が完全に見えなくなるまでアニールした後に再び照射すれば，同じように NH3 + ラジカルが生成する。
このことから NH3 + ラジカルは，アニーリングによって水素との再結合によって NH4+に復元すると思われる。 NH3+






複合材料である岩石の圧電係数を非接触電極法で調べ，花闘岩は石英結晶の 1/1 ， 000以下であることを求めた。地震
前兆現象の原因となる岩石の電荷発生機構について論じ，母体をなす長石中の電荷や格子欠陥，水素の移動を電子ス
ピン共鳴 (ESR) で明かにした。よって博士(理学)の学位論文として十分の価値あるものと認める。
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